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堀淳一民より松田博嗣氏へ

非同期研究会のことなどくわしくおしらせいただき有難 うございました ｡ ま

た .由acl塑格子における Saxon - 馳 tner塑宅理に関する私の 〟eせa;po-

ration method_恥に対 して早速貴重な占メソトをいた尭 き ,まことに嬉 し

く存 じました･,戸再先生か らもこれ と等価でよりエレガン トな考え-方があると

いう御注意 をいただき ,有難 く思 ってお りますo私 も '"evaporationAそれ

自身が本質的であると思 っそいたわけではなく,例えば "evapora七eさせる

代 りに p̀recipitatouさせても (f･ixする)全 く同 じ結論が得 られますの

で , これ.が唯一 の方法でないことはわか っていましたが .両分 5次元系で

紬Ⅹon- Hutner塾定理 を定式化するという,最初冒険的だとさえ思 った藤'

間が意外に簡単な議論で片ずいてしまったので ,私 としては非常に嬉 しく,当

面その応用を考えることに追われていた次牙です｡･何れにせよ非周期系のスベ

ク-トルの理論がこのように急速に一般的且っきれいに簡単になってゆ くのは非

常に嬉 しいことで ,私 の論文がその-段階 で ,いささかコロンブスの卵的役割

を果 したとすれば ,こちらで研究に集中した甲斐が十分あ ったと喜んでおりま

す ,

さて ,数学的にきれいに理論 を整備することは私の得意ではありませんので,

松出さんにおまかせすることに した方がよいと思 うので ,私なりに考えた二 ･

三の応用についておしらせしたいと思 いますO最も重要な問題は多分この方法

を使 って5次元格子の ge)neralized.specialfrequency-(往SF) の

critical-mass ratio (C･MR)を求めることでしょう｡ 一次元の場合 に

はすでに知 られている通 りICMR を求める問題もまた Saxon- HutneT型定

塵に帰着 しますが ,5･次元では eva主)oration■型の議論をや っても Nacl型

の場合のよう一には話が うまく行かず ,一般に､は S瓦Ⅹon一 文utner塾ゐ sta-

tementに持 ちてゆくことが出来 ませんo Lかし各 O-SFの CMRを求める問

題 を ,比較的簡単な韓進をもつ ai畠order'ed･エ恵もticeのどれか.1っの

im芸氾rity･bmid.(たれの定義は普通 と一寸もがし､ますがくわしいことはのち
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ほどお送 りする予定のプ リプ リン トにゆず ります )の上限 を評価する問題に

red_,lCe出来ることが示されますO例えば5個の軽 い庶子からなる Clu.Ster

(island･)のみを含む格子はSPの impu･rity I)an鈍をもちます (どの
cllユSterも d_ynamicalに eq_1ユivalentだと仮定 して- RosenStock-

NeⅦ~ellモデルで central force coェIStantと no.-:n.- central

force conBtant を等 しい とすれ ばこの仮 定が なりたっ )が .その

1つ の uPPer bonndを評 嘩 す る こ と に よ って -,ある_1つの G･S官

の CMRが 評価 出来 ますO 甚 だ タイミング のよ いて とに ,丁度 Dean

が この 間題 を ,私 が来 る前 か ら 考えていて ,加藤敏夫氏のエルシナ ト演算

子';Dlaj有値の bound-の理論またはそれを若干拡張 したものが loくq_alized･-

IiliOd.e fTeq_u8nCy●及び i皿Pu･rity t)and･の bound.の計算に使えることに

気がつき ,その語をきいたり ,プ リプ リントをよませてもらうことが出来 まし

たので ,きっそくそれを優 って簡単な場合についてすべての GSFの CMRを

評価 してみました o それと数値実験 との比蕨 は tモデルが簡単すぎるために対

応する実験がなくて今のところまだ出来 ませんが ,より realisticな モデ

ルに対する計算をひき続 き行なう予定です｡ 二De,anの方法を席いると loCa-

1ized-- rnod-eJfreqtlenCy に対 して極めて精智な値が侍 られる (即ち非常

によい bound･が得 られる)ので ,CMRに対 してもかfi:.りよい値が樽 られる

こ･とが十分期待されますQ加藤氏の捜論 を ijeanの仕事 を通 じて私が 使 うこ

とにな ったのは ,いささか皮肉な現象ですOなお Deanの論文は "Strict

bound･for otLt･-Of-band.frequencies a.U.e to impuritiesand_

舶 fects in so.li'is抄という題で ProcPhys Soc及び今秋の LosAn-

geles ConferenceUjProceed-ings に発表される予定です｡

今 1つの応用は non- isotopicな場合です｡これは全 く誰でも考える<

direcも genF･"ralizationにすぎまやんが 'この場合には普通の意味での

Saxon - Hutner定理はなりたたず .広い意陳での COnStitu.ent latもi-

ceを考えて始めで saxcn- Hutner塾の定理がな りたちますOこの結果特

殊なモデルのある gapについては ,より specificな方法 (例えば islan-

d-ization method-のような )がより強い結論を与えることがあり得ます

那 ,これは理論の一般性のやむをえない結果ですa これについても一応 まとめ

-506-

曽



海外だより

ましたので近 くプ リプ リン トをおめにかけ られ'ると思い牽す｡

一方 ,この Ma地 e皿ati-cS D'ivsi.on には KDF9という computerがあ

り,それを使 っての研究が盛で ,プログラマーも多数 ありますので ,その便宜

を利用 してこち らに来る前に南 さんと-諸にや IDていた eigenlnOd_eの loC-

alizationの研究を電子系に対してや りたいと思い ,そのプ ログラミ.ングを

依萌 してあ ったajですが ,T鮭 gap の問題に関する仕事が一段落つい声蚤 そ

れが完成'しましたので ,目下データテープのパンチを毎 日 !5分位や って.

co血s)tlteS に送 ってや り ,翌 日もどい って来 る計算才結果を眺めていろいろこね
くるのを enjoy していますOこれは零す るに 1次元の liqlユid･一 三ike

aisorderFjd-Kronig- Penrley'皿09-占1におけ る phaseの分布の計算 で

すが ,vit)rationの場合に得 られた分布のエルゴー ド性や d-egree of

loCalizationに関する結論 と同じ結論が得 られ るほか.,liquid-二ty-pe

chainのいわゆる "q_,LlaSi-gapとIに関 して面白い結論が得 られそ うです¢即

ち liquid一 七ype chainでは phase theoTy に よって pred.ict され る

よりはるかに広 い gapが見出されてお り ,それの本質が不明のままにな って

いますb gal,を系 を右か ら追いかけた時の phaSe分布 と左か ら追いかけたと

きの分布が ri〇n - OVerユaPPingであるようなエネルギー区間 として定義 し

ます と,これは tiiansfermatrix の双 曲性に よって定義 され る pheseT

the･Ore七ical gap よりも一般に広 くなります 詣 Liquid.- like chai去

の gapはこのタイプの gap上 して説明され ます _,実際 ∴右か らとをカ,lら喝

pheSe分布 を計算 Lrみますと,quasi 一 撃a嘉_の中ではこれ らが完全にnon

-Over_lappingになることがわか りますQ但t d占mPuter による串算ゼ

少 く-とも･almost hdn-｡verla-ppingになることはた しかで ,これを q-ユー

asi一gap-あ生ずる原因 と考 えることが出乗るわけです｡振夢 の場合 にも ,

special freqlien｡Yのところでは両髄 左se分布が 千〇竺-OVerla-pping

になりますが ,この non- overユ毎 ping は

ゝ
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の塾のもので ,振動数を一寸変え早と忽ち -ovOTlap してしまいます｡これに

対 して liquid･-type chainの電子エネルギーの場合には

のようなタイプの nOn-OVerlappi･ngであるため ,かなり広い羊ネルギー

の領域にわた ?て non-overlappingが持続するこ-とが出来 ,､q_uaSi-gap

が生 じるわけです ｡

-私のや っていることは以上のようですが ,D8anの研究室では ,この前おし

らせ したガラスや水の振動スペク トルの計算や上述の StBict limitの他に

も面白い仕事がいろいろやられています｡その 1っ.に ,振動数スペク トルの対

称性に関する理論があ ります｡これは intera･Ct･ionが奉る埠のかなり一般/

拍な条件 をみたす場合には ,W2のスペク トノ璃 yQ,2maJX/2のまわりに対称な

部分 と.いくつかのS塾スペク トルの一重.ね合わせになるということ ,及 び

Q72max/2.,k関して対称的位置にある振動数に対応する moaeは ,互に非常

に簡単な関係にある波形 をもつ という理論ならびにその COmPuter a.omOnS-

trationですら･規則格子ばか りでなくある種の d-isord_ere.a_latticeの

スペク トル及 び mod･e)に対してもこの性質がなりたちますので ,うまく使 うと

実験 の解析にも理論的考察にも役立ちそ うですorこの論文は "Spectral

SymnrOtry-inLatticeDynamicalMod_eユsbRIJl.Bell and_.P.Dean

で ,Proc..Roy-.Soc.に出る筈ですo

この他 ,いわゆる･resonancemod-eに関する数値実験が 目下進行中で ,ま

だ断定出来 まやんが ･有限系に重い implユrity-を一個入れると ･ある 1っの

mod･8が.麺 purity-.a.tころで尭常に大きい振巾をもつ らしいですO もしこ

れが本当なら有限系 のス:･ベク トルと無限系におけーるいわゆる resonance

scatteringとの関係 をつきとめる･のに有用なデータとなりそうですo

こち らは6月に入 って以来 1ケ月半ほど快晴続きで ,しかも気温 は 17℃γ

20℃の適温です､ので-,実に快適な毎日です｡御地はもう猛暑の頃 と思います｡

くれ ぐれ もお大事におすごし下 さい｡ 堀 浮 ～
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